
農
業
金
融
史

へ
の
覚
え
書千

葉

修

｢

は

じ

め

に

明
治
期
か
ら
戦
前
昭
和
期
に
至
る
農
業
金
融
の
歴
史
に
つ
い
て
'
戦
後

い
か
な
る
研
究
が
行
な
わ
れ
て
来
た
か
t
を
整
理
し
て
示
す
の
が
本
稿
の

課
題
で
あ
る
｡

構
成
を
示
す
と
'
①
既
存
の
研
究
史
論
の
検
討
､
②
体
系
的

･
計
量
的

研
究
'
⑨
関
連
分
野
の
研
究
'
④
特
殊
銀
行
の
研
究
'
⑧
そ
の
他
の
金
融

機
関
の
研
究
と
ま
と
め
t
で
あ
る
｡
た
だ
し
⑤
に
つ
い
て
は
､
筆
者
の
力

が
及
ば
な
い
た
め
'
簡
単
な
叙
述
に
と
ど
め
ざ
る
を
え
な
い
｡

(-
)

こ
こ
で
は
最
初
に
'
既
存
の
研
究
史

論

を

ふ
り
返
り
な
が
ら
'
本
稿
の

問
題
意
識
と
特
徴
と
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
｡
筆
者
が
大
き
な
教
示
を
得

《
ノ
ー
ト
》

農
業
金
融
史
へ
の
覚
え
書

た
'
斎
藤
仁
氏
と
借
用
理
論
研
究
会

(倍
研
と
略
記
す
る
)
の
業
績
を
取

り
上
げ
よ
う
｡

(2
)

ま
ず
'

一
九
五
〇
年
代
ま
で
の
研
究
を
総
括
し
た
'
斎
藤
氏
の
論
考
を

見
よ
う
｡
代
表
的
な
農
業
金
融
機
関
の
水
準
の
高
い
通
史
が
既
に
出
そ
ろ

っ
て
い
た

(後
述
)
時
期
に
書
か
れ
た
も

の
で
あ
る
｡
氏
は
'
特
殊
銀

行

･
系
統
信
用
組
合

･
地
方
銀
行
の
先
駆
的
研
究
を
検
討
し
'
見
解
に
-

い
違
い
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
､
そ
の
原
因
を
次
の
二
点
に
求
め
た
｡

第

1
は
'
前
期
的
資
本

(商
人

･
金
貸
)
の
理
論
的
把
握
や
'
日
本
資

本
主
義
お
よ
び
農
業
の
構
造
的
理
解
-

端
的
に
は
地
主
的
土
地
所
有
の

位
置
づ
げ
の
仕
方
-

の
相
違
が
金
融
分
析
に
反
映
す
る
｡

第
二
は
'
実
証
分
析
が
弱
く
'
特
に
諸
金
融
機
関
の
貸
付
金
が
地
主
･

農
民
の
手
で
い
か
に
機
能
す
る
か
t
と
い
う
問
題
が
十
分
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
い
｡

さ
ら
に
氏
は
'
農
工
銀
行
･
信
用
組
合

･
地
方
銀
行
･
伝
来
的
金
融
組

級

(高
利
貸

･
講
な
ど
)
の
具
体
的
分
析
が
進
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
t

と
し
た
｡

以
上
の
指
摘
を
念
頭
に
置
い
て
'
本
稿
は

一
九
六
〇
年
代
以
降
の
研
究

を
重
点
的
に
紹
介
し
､
最
後
に
こ
れ
ら
の
諸
点
に
立
ち
戻
っ
て
検
討
す
る

こ
と
に
す
る
｡

(
3
)

次
に
'
信
研
の
編
集
に
な
る
研
究

史

(
『
入
門
』
と
略
記
)
は
'
最
新

の
も
の
で
あ
る
｡
本
稿
も
こ
れ
に
触
発
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
'
『入
門
』

二
一
三



《
ノ
ー
ト
》

鼻
業
金
融
史
へ
の
覚
え
書

と
の
違
い
は
以
下
の
二
点
に
あ
る
｡

第

一
は
'
文
献
の
収
集
範
囲
で
あ
る
｡
後
続
の
本
稿
が
時
期
を
広
げ
る

(『
入
門
』
は

一
九
七
八
年
末
ま
で
に
限
定
)
の
は
当
然
で
あ
る
｡
加
え
て
'

『
入
門
』
が
精
選
を
旨
と
し
た
の
に
対
し
'
本
稿
は
管
見
の
限
り
で
網
羅

す
る
こ
と
を
心
掛
け
た
｡
研
究
の
広
が
り
や
流
れ
を
把
握
す
る
の
が
主
要

な
目
的
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
O

第
二
は
'
諸
業
績
の
評
価
に
関
し
て
で
あ
る
｡
『
入
門
』
は
紙
幅
制
限

の
た
め
に
コ
メ
ン
ト
を
ほ
と
ん
ど
省
略
し
て
い
る
｡
収
録
の
仕
方
か
ら
学

問
的
価
値
判
断
が
う
か
が
え
る
も
の
の
'
各
論
考
の
位
置
づ
け
が
あ
れ
ば

い
っ
そ
う
有
益
で
あ
っ
た
t
と
惜
し
ま
れ
る
｡
本
稿
で
は
'
積
極
的
見
解

を
準
備
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
が
'
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
'
研
究

者
相
互
の
批
評
を
紹
介
し
'
論
争
点
を
示
し
た
O

注
(
-
)

後
出
の
も
の
以
外
に
'
村
上
桃
二

｢
農
業
金
融
論
｣
(
近
藤

康

男
鰐

『
農
業
経
済
研
究
入
門
』
'
東
京
大
学
出
版
会
'

1
九

五
四
年
二
月
'
新
版

一
九
六
六
年
八
月
)
'
農
林
省
図
書
館
締

『
畏
林
文
献
解
題
･
農
業
金
融
編
』
二

九
六

1
年
三
月
)
'
竹

中
久
仁
娃

｢農
業
金
融
論
の
系
譜
と
課
題
(
1
)
｣
(東
京
農
業

大
学

『
農
村
研
究
』
第
二
八
号
'

一
九
六
八
年

二
一月
｡
後
に

竹
中

『
金
融
市
場
と
農
業
金
融
』
'
御
茶
の
水
書
房
'

一
九
七

丁
年

1
月
t
に
収
録
)
な
ど
が
あ
る
O

(

2

)

丹
羽
邦
男

･
小
倉
倉

一
･
斎
藤
仁

｢農
業
の
発
達
史
｣
(農

林

省
農
林
経
済
局
締

『
農
林
経
済
研
究
年
報
』
第
四
号
､
明
文

ニ
1
四

堂
t

I
九
六
〇
年
三
月
)
の
斉
藤
氏
執
筆
部
分
｢鼻
業
金
融
史
｣'

1
二
九
I

l
三
〇
京
参
照
O

(
3

)

信
用
理
論
研
究
会
編

『
信
用
論
研
究
入
門
』
(有
斐

閣
'

1

九

八

一
年
九
月
)
の
第

一
〇
章

｢
日
本
金
融
史
｣
に
お
け
る
'

勧
銀

･
拓
銀

･
長
銀

(拝
司
静
夫
氏
執
筆
)
'
中
小
金
融
機
関

(渋
谷
隆

一
･
松
本
重

一
氏
)
'
資
料

(本
間
靖
夫
氏
)
'
サ
ー

ベ
イ

(
渋
谷
氏
)
の
諸
項
目
を
参
照
o

〓
'
農
業
金
融
史
の
方
法

戦
後
間
も
な
い
時
期
'
農
業
金
融
史
研
究
は
'
方
法

･
資
料
と
も
戦
前

(-
)

期
の
そ
れ
を
引
き
継
が
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
｡
朝
倉
孝
吉
氏

は
'
近
代
的

金
融
機
関
を
中
心
に
機
構
の
変
化
を
ま
と
め
'
統
計
値
を
整
理
し
た
｡
新

(2
)

た
な
視
角
を
示
し
た
の
は
大
内

力

氏

で
あ
る
｡
資
本
主
義
の
発
展
段
階
論

に
よ

る
農
業
開
局
研
究
は
'
復
出
の
加
藤
俊
彦
氏
の
銀
行
史
研
究
'
斎

藤

･
佐
伯
氏
ら
の
諸
研
究
と
共
に
'
宇
野
経
済
学
の
流
れ
を
形
成
し
た
｡

(3
)

対
照
的
な
の
は
清
水

昇

氏

で
'
｢半
封
建
的
土
地
所
有
構
造
｣
と
農
業
金

融
と
の
相
互
関
連
を
'
特
殊
銀
行
と
系
統
信
用
組
合
の
二
本
の
線
か
ら
分

析
し
て
い
る
｡

一
九
五
〇
年
代
中
葉
'
相
次
い
で
勧
銀

･
農
林
中
金

･
拓
銀
の
通
史
が

刊
行
さ
れ
'
農
業
金
融
史
研
究
に
大
き
な
刺
激
を
与
え
た
｡
勧
銀
史

･
兵

(4
)

林
中
金
史
の
編
纂
に
は
外
部
の
研
究
者
が
参
加

し

'

｢
そ
の
ま
ま
研
究
書

(5
)

と
し
て
も
通
用
す
る
よ
う

な

｣

分
析
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
た
｡
以
後
の
研



究
は
､
実
証
面
で
こ
れ
ら
を
凌
駕
す
る
も
の
は
少
な
く
'
む
し
ろ
そ
れ
を

基
礎
資
料
と
し
て
､
視
角

･
方
法
を
練
り
上
げ
て
い
く
｡
ま
た
'
斎
藤
氏

(6
)

の
拓
銀
研
究
は

'
外
部
資
料
の
徹
底
収
集
と
段
階
論
的
視
角
に
よ
り
'
そ

の
特
殊
性
を
解
明
し
､
｢
以
前
の
金
融
史
研
究
に
み
ら
れ
な
か
っ
た
地
平

(-
)

を
切
り
開
い

た

｣

も
の
で
あ
る

(
四
を
参
照
)0

(
8

)

こ
の
外
に
'
行
政
側
の
資
料
整
理
も
行
な
わ
れ

る

な

ど
'
基
本
的
な
文

献
が
出
そ
ろ
っ
た
た
め
'
制
度
史
を
超
え
る
本
格
的
な
研
究
が
出
現
す
る
｡

以
下
で
は
'
体
系
的
研
究

(佐
伯

･
斎
藤
氏
)
と
計
量
的
研
究

(伊
東

･

寺
西
氏
)
と
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
｡

(9
)

最
初
に
佐
伯
尚

美

氏

の
業
績
を
見
よ
う
｡
氏
は
農
業
問
題
の
金
融
的
解

明
を
段
階
論
的
方
法
で
行
な
っ
た
が
'
そ
れ
は
二
重
の
意
味
を
含
ん
だ
｡

第

一
は
日
本
資
本
主
義
の
後
進
性
が
'
特
殊
農
業
金
融
機
関
の
早
期
的
成

立
と
い
っ
た
問
題
に
反
映
す
る
こ
と
で
あ
る
｡
第
二
は
日
本
資
本
主
義
の

発
展
段
階
に
対
応
し
て
農
業
金
融
が
変
貌
を
遂
げ
る
こ
と
で
あ
る
｡

後
者
の
視
角
か
ら
'
明
治
中
期

(産
業
資
本
確
立
期
で
あ
り
'
相
対
的

な
意
味
で
自
由
主
義
段
階
)
に
小
農
金
融
の
典
型
を
捉
え
'
そ
れ
が
独
占

資
本
の
形
成

(
明
治
末
期
)
･
確
立
期

(
大
正
後
半
)
に
崩
さ
れ
て
い
く
t

と
す
る
｡
す
な
わ
ち
'
農

業問
題
の
本
格
化
と
共
に
'
地
主

･
商
人

･
高

利
貸

･
地
方
銀
行
な
ど
は
農
業
金
融
か
ら
脱
落
L
t
小
農
保
護
政
策
に
支

え
ら
れ
た
系
統
信
用
組
合
が
発
展
し
て
'
独
自
の
金
融
圏
を
形
成
し
て
い

く
の
で
あ
る
｡

《
ノ
ー
ト
》

鼻
業
金
融
史
へ
の
覚
え
書

｡
れ
は
金
融
機
関
別
の
実
証
研
究
の
成
果
を
'
淵
順
,～q
基
準
に
よ
っ
て

総
合
化
し
た
画
期
的
な
著
作
で
あ
っ
た
｡
そ
れ
の
批

判

は

'
地
主
の
役
割

や
農
業
政
策
の
意
義
な
ど
に
つ
い
て
t
よ
り
歴
史
具
体
的
に
把
握
す
べ
き

で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
｡

段
階
論
の
適
用
か
ら
'
方
法
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
が
斎

(‖
)

藤

仁

氏

で
あ
る
.
氏
は
'
組
練
の
あ
り
方
が
機
能
の
あ
り
方
を
強
く
規
定

す
る
と
い
う
視
点
か
ら
'
日
本
の
農
業
金
融
組
織
の
特
質
を
問
題
に
し
た
O

国
際
的
な
比
較
対
象
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
･
ド
イ
ツ
が
取
り
上
げ
ら
れ
'
段

階
論

(
三
国
共
通
)
･
類
型
論

(後
進
的
な
ド
イ
ツ
･
日
本
が
共
通
)
･
7

国
論

(
日
本
の
特
殊
性
)
の
三
つ
の
次
元
か
ら
考
察
が
な
さ
れ
た
｡

(12
)

こ
れ
に
対
し
て
佐
伯
氏
は
'
農
業
保
護
政
策
の
一
手
段
で
あ
る
金
融
組

織
に
つ
い
て
､
財
政
的
施
策
と
分
離
し
て

｢類
型
化
｣
し
て
も
意
味
が
な

い
t
と
批
判
し
た
｡

斎
藤
氏
が
'
農
村
信
用
組
合
成
立
の
必
要
条
件
を
'
封
建
期
よ
り
引
き

継
が
れ
た

｢自
治
村
落
｣
の
存
在
に
或
め
た
点
も
､
日
本
農
村

･
ド
イ
ツ

(13
)

協
同
組
合
研
究
者
の
論
議
を
呼
ん

だ

｡

こ
の

｢自
治
村
落
｣
論
は
'
斎
藤

(14
)

氏
が
農
業
問
題
を
構
造
的
に
把
握
す
る
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い

る

｡

以
上
の
佐
伯

･
斎
藤
両
氏
の
所
説
に
示
さ
れ
た
'
日
本
資
本
主
義
の
発

展
段
階
が
農
業
金
融
を
規
定
す
る
t
と
い
う
視
角
は
'
現
在
で
は
大
方
の

共
通
認
識
に
な
っ
た
と
い
っ
て
い
い
｡
し
か
し
'
い
ま

一
方
の
日
本
資
本

主
義
の
後
進
性
と
い
う
視
角
を
'
具
体
的
な
歴
史
分
析
に
ど
の
よ
う
な
形

二
l
五



《
ノ
ー
ト
》

鼻
薬
金
融
史
へ
の
覚
え
事

で
生
か
す
べ
き
か
'
に
つ
い
て
は
見
解
が
分
か
れ
る
｡
こ
の
点
に
は
次
節

で
も
ふ
れ
る
｡

こ
こ
で
は
'
も
う

一
つ
の
方
法
で
あ
る
近
代
経
済
学
的
接
近
を
見
て
お

(15
)

き
た
い
｡
伊
東

譲

氏

は
'
日
本
経
済
に
お
け
る
農
業

･
非
農
業
部
門
の
不

均
等
な
成
長
が
'
貯
蓄
の
部
門
間
の
傾
斜
的
配
分
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

た
と
す
る
.
そ
の
四
つ
の
ル
ー
･L
-
財
政
･イ
ン
フ
レ
･地
主
直
接
投
資

･

金
融
機
関
の
内
'
最
後
の
も
の
を
取
り
上
げ
'
勧
銀

･
農
銀

･
系
統
産
組

を
通
じ
た
資
本
の
島
外
流
出
を
'
信
用
制
限
理
論
の
検
証
と
し
て
明
ら
か

に
し
た
｡

(
16

)

こ
れ
の
批

判

は

'

金
融
市
場
の
歴
史
的
性
格
変
化
が
明
ら
か
で
な
く
'

ま
た
農
民
の
資
産
選
好
の
分
析
を
欠
く
t
な
ど
の
点
に
向
け
ら
れ
た
｡

(17
)

農
業
と
非
農
業
の
部
門
間
資
金
移
動
と
い
う
視
点
は
'
寺
西
重

郎

氏

が

引
き
継
ぐ
｡
氏
は
'
日
本
経
済
の
長
期
発
展
過
程
に
対
し
て

｢農
業
余
剰

資
金
を
原
資
と
す
る
工
業
化
｣
の
シ
ェ
-
マ
が
適
用
可
能
か
否
か
を
検
討

し
た
｡
長
期
的
に
見
て
'
農
業
か
ら
商
工
業

へ
の
貯
蓄
の
移
動
は
予
想
外

に
小
さ
い
O
商
工
業
部
門
は
貯
蓄
超
過
で
あ
り
'
そ
の
l
因
が
租
税
負
担

の
低
位
に
求
め
ら
れ
る
｡
財
政
を
通
じ
る
農
業
余
剰
の
移
転
が
軽
視
で
き

な
い
の
で
あ
る
｡

こ
の
視
点
で
は
'
循
環
変
動
や
長
期
的
趨
勢
は
把
握
で
き
て
も
'
歴
史

的
に
規
定
さ
れ
る
農
業
問
題
と
の
必
然
的
連
関
は
見
失
わ
れ
る
｡
と
は
い

え
'

一
九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代

へ
'
考
察
が
深
め
ら
れ
た
こ
と
は
'

二
二
ハ

前
述
の
体
系
的
研
究
と
同
様
で
あ
る
｡

(
_8

)

さ
て
'
外
に
も
各
金
融
機
関
史
を
簡
潔
に
ま
と
め
た
斎

藤

氏

の
業
績
や
'

(_9
)

伝
田
功

･
清
水
栄
一
氏

の
概
説
が
あ

る

が

'
内
容
紹
介
は
割
愛
す
る
｡

注
(
-
)

朝
倉
孝
吉

『農
業
金
融
論
』
(
思
索
社
'

一
九
四
九
年
七
月
)
'

同

｢戦
時
中

の
農
業
金
融
機
関
の
分
野
と
在
り
方
に
つ
い
て
｣

(『農
業
経
済
研
究
』
第
二
一
巻
第

一
号
t

l
九
五
〇
年
三
月
)
0

(

2

)

大
内
力

『
農
業
問
題
』
(岩
波
書
店
'

一
九
五
一
年
四
月
)
の

｢

農
業
金
融
の
特
質
｣
｡

(

3

)

清
水
昇

｢
日
本
農
業
金
融
の
特
質

(
1
･
71)
｣
(
立
正
大
学

『
経
済
学
季
報
』
第
三
-
四
号
'

一
九
五
三
年
三
月
･
六
月
)
｡

(
4
)

日
本
勧
業
銀
行

『
日
本
勧
業
銀
行
史
-

特
殊
銀
行
時
代

-

』
(
一
九
五
三
年
六
月
)
で
は
福
島
正
夫
氏
が
執
筆

し
'

農
林
中
央
金
庫

『
農
林
中
央
金
庫
史
』
第

一
-
二
巻

(
l
九
五

六
年
一
二
月
)
で
は
鈴
木
武
雄

･
川
野
重
任

･大
内
力
氏
が
監

修
し
た
｡

(
5

)

斎
璽

別
掲

｢農
業
金
融
史
｣
'

一
一
三
頁
｡

(
6

)

斎
藤
仁

『
旧
北
海
道
凍
殖
銀
行
論
』
(農
業
総
合
研
究
所
'

1

九
五
七
年

三
月
｡
斎
藤

『
北
海
道
農
業
金
融
論
』
'
東
洋
経

済
新
報
社
'

一
九
五
七
年
)0

(

7

)

伊
牟
田
敏
充

｢昭
和
金
融
史
研
究
の
現
状
と
課
題
｣
(『
金
融

学

会
報
告
』
第
四
三
号
'

一
九
七
七
年
五
月
)
'
六
〇
頁
｡

(
8

)

鼻
林
省
長
林
経
済
局
金
融
課

･
特
別
融
資
課
共
編

『
農
林
金

融

便
覧
』
(
農
林
週
報
杜
'

1
九
五
三
年
11月
)
'
お
よ
び
鼻
林



大
臣
官
房
総
務
課
編

『
農
林
行
政
史
』
第
二
巻

(
農
林
協
会
'

】
九
五
九
年
七
月
)

の

｢
農
業
金
融
行
政
｣
o

(
9

)

佐
伯
尚
芙

『
日
本
農
業
金
融
史
論
』

(
御
茶
の
水
書
房
.

7

九

六
三
年

1
0
月
)
'

1
二
-
七
'
二
三
三
-
四
四
頁
参
照
V

(
10
)

三
輪
昌
男

｢書
評
｣
(
『
豊

林
金
融

『
第

一
七
巻
第

1
号
二

九

六
四
年

1
月
､
三
七
京
)
へ
呼
吸
衆
三

｢
書
評
｣
(
『
エ
コ
ノ
-
ス

ト
』
第
四
二
巻
第
二
号
'
一
九
六
四
年

7
月

1
四
日
'
七
五
百
)
'

牛
山
敬
二

｢
一
九
六
三
年
度
主
要
文
献

･
解
説
と
批
評
｣
(
近
藤

辰
男
編

『
日
本
農
業
年
報
柑

･
食
料
騰
貴
』
'
御
茶
の
水
書
房
'

l
九
六
四
年
九
月
'

二
三
九
白
)
.

竹
中
久
仁
雄

｢
盛
業
金
融

論
の
課
題
｣
(
高
橋
七
五
三
編

『
論
争

･
日
本
農
業
論
』
'
亜
紀

書
房
'

1
九
七
五
年

1
月
'
二
六
三
頁
)
を
参
照
o

(
‖
)

斎
藤
仁

『
農
業
金
融
の
構
造
』

(
東
京
大
学
出
版
会
'

一
九

七

一
年
六
月
)
'
七
七
-
八
頁
参
照
｡

(
12
)

佐
伯
尚
美

｢
書
評
｣

(東
京
大
学

『
経
済
学
論
集
』

第

三
八

巻
第

1
号
'

l
九
七
二
年
四
月
)
'
八
九
京
参
照
O

(
13
)

斉
藤
'
前
掲

『
構
造
』
'

一
〇
八
-

1
二
頁
参
照
0

日
本
農

村
研
究
者
の
論
争
に
つ
い
て
は

'
斎

藤
仁

｢
農
村
協
同
組
合
の

組
織
基
盤
と
し
て
の
村
落
｣
(
東
京
農
業
大
学

『
農
村
研
究
』
第

四
四
号
二

九
七
七
年
三
月
)
二

九
-
二

一
頁
を
参
照
の
こ
と
O

ま
た
ド
イ
ツ
協
同
組
合
研
究
者
で

は
'
高
橋
弦

二

九
世
紀

末
ド
イ
ツ
農
民
金
融
の
展
開
｣
(
東
北
大
学

『
経
済
学
』

第

三

五
巻
第

二
Lh
'

1
九
七
三
年

1
7
月
'
四
〇
頁
参
照
)
が

｢
白

《
ノ
ー
ト
》

農
業
金
融
史

へ
の
覚
え
書

治
村
落
｣
の
評
価
に
消
橿
的
で
あ
る

1
万
'
村
岡
範
男

｢
1
九

世
紀
末
ド
イ
ツ
農
村
の
状
態
と
農
村
信
用
組
合
｣
(
『
酪
農
学
園

大
学
紀
要
』
第
七
巻
第
二
号
'

一
九
七
八
年

i
二
月
'
四
〇

7

頁
参
照
)
が
積
極
的
に
評
価
し
て
い
る
｡

(
14
)

地
主
的
土
地
所
有
の
性
格
規
定
を
め
ぐ

っ
て
'
封
建
論
争
以

来
大
き
な
対
立
が
あ
る
こ
と
は
周
知

の
と
こ
ろ
で
あ

る
っ
｢
自

治
村
落
｣
が
地
主
制
を
規
制
す
る
と
い
-
'
斎
藤
氏
の
指
摘
は
'

か
つ
て
学
界

の

一
部
に
見
ら
れ
た
'
共
同
体
的
関
係
=
半
封
建

制
論
と
対
比
し
て
興
味
深
い
｡
こ
の
点
'
井
藤
仁

｢
戦
前
日
本

の
土
地
政
策
｣
(
同
編

『
ア
ジ
ア
土
地
政
策
論
序
説
』
､
ア
ジ
ア

経
済
研
究
所
t

l
九
七

六

年

三

月
)
'

三
二
%
.を

参
照
の
こ

と
｡

(
15
)

伊
東
譲

『
経
済
発
展
と
農
業
金
融
』
(
東
京
大
学
出

版

会
'

一
九
六
二
年

二
月
)
'

〓
ハ
-
九
頁
参
照
｡

外
に
同

｢
わ
が
国

戦
前
に
お
け
る
経
済
発
展
と

農
業
金
融
｣

(『
金
融
学
会
報
告
』

第

一
三
号
t

I
九
六

t
年
六
月
)
'

加
藤

譲
｢
長
期
農
業
金
融

に
お
け
る
政
府
の
役
割
｣
(
川
野
重
任

･
加
藤
譲
編

『
日

本

農

業
と
経
済
成
長
』
'

一
九
七
〇
年
七
月
)
が
あ
る
｡

(
1
)

無
署
名

｢
書
評
｣
(
『
エ
コ

ノ
､､､
ス
ト
』
第
四
〇
巻
第

1
八
号
'

一
九
六
二
年
五
月

一
日
'
七
七
頁
)
'
市
岡
幸

三
｢
書
評
｣
(
『
農

業
絶
合
研
究
』
第

t
六
巻
第
三
号
'

一
九
六
二
年
七
月
､
二
五

日
)
を
参
照
o

(
17
)

寺
西
重
郎

｢
農
工
間
資
金
移
動
再
考

(
上

･
下
)
｣
(
l
槽
大

二

l
七



《
ノ
ー
ト
》

鼻
薬
金
融
史
へ
の
覚
え
書

学

『
経
済
研
究
』
第
二
七
巻
第
四
号

･
第
二
八
巻
第

1
号
'

]

九
七
六
年

1
0
月
･
七
七
年

1
月
O
後
に
同

『
日
本
の
経
済
発

展
と
金
融
』
､
岩
波
書
店
'

一
九
八
二
年

二

月
､
に
収
録
)
の

｢(下
)
｣
'
五
九
-
六
]
頁
参
照
｡

(
18
)

渡
辺
佐
平

･
北
原
逼
貫
鰐

『
現
代
日
本
産
業
発
達
史

･
第
二

六
巻

･
銀
行
』
(交
詞
杜
'

一
九
六
六
年
八
月
)
で
､
斎
藤
仁

氏
は
特
殊
銀
行

･
信
用
組
合
な
ど
を
分
担
執
筆
し
た
｡

(
19
)

伝
田
功

｢農
業
金
融
の
展
開
と
構
造
｣
(
溌
賀
大
学

『
彦
根

論
叢
』
第

二
二
四
･
五
合
併
号
､

1
九
六
九
年

1
月
.
後
に
同

『
近
代
日
本
農
政
思
想
の
研
究
』
'
未
来
社
､

一
九
六
九
年
八

月
､

に
収
録
)
､
清
水
栄

一
｢初
期
農
業
金
融
機
関
と
錯
誤
｣

(大
倉
精
神
文
化
研
究
所

『
大
倉
山
論
集
』
第

1
0
輯
t

I
九

七
二
年
三
月
)
を
参
照
｡

三
'
関
連
分
野
の
研
究

本
節
で
は
'
農
業
金
融
史
に
関
連
す
る
'
金
融
構
造

･
立
法
研
究

(朝

倉

･
渋
谷
氏
)
と
地
主
制

･
烏
業
政
策
研
究

(中
村

･
加
瀬
氏
)
を
取
-

上
げ
る
｡

(
-

)

最
初
に
朝
倉
孝

吉

氏

は
'
明
治
前
半
期
に
大

･
小
の
商
人

･
地
主
が
多

様
な
形
態
の
金
融
機
関
を
経
営
し
'
｢農
業
に
ま
つ
わ
る
金
融
｣
に
よ

っ

て
資
産
を
増
殖
す
る
過
程
を
'
多
数
の
銀
行
史
を
駆
使
し
て
明
ら
か
に
し

た
｡
氏
は
'
こ
れ
に
よ
っ
て
日
本
の
金
融
組
織
の

｢
下
か
ら
｣
の
発
展
を

二
一
八

描
い
た
の
で
あ
る
が
'
そ
こ
で
の

｢
農
業
金
融
｣
の
機
能
分
析
は
不
十
分

(2
)

で
'
土
地
兼
併
効
果
が

一
面
的
に
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
｡(3

)

前
近
代
的
金
融
の
実
態
分
析
は
一
九
六
〇
年
前
後
か
ら
現
わ

れ
'

前
述

の
体
系
的
研
究
に
基
礎
資
料
を
提
供
し
た
｡
渋
谷
隆

一
氏
は
'
高
利
貸
資

(4
)

本
を
中
心

に

こ

の
分
野
で

l
連
の
研
究
成
果
を
あ
げ
て
き
た
が
'
こ
こ
で

は
政
策
的
研
究
を
見
て
お
-
0

氏
は
'
日
本
資
本
主
義
の
後
進
性
が
社
会
問
題
を
早
期
的
に
発
生
さ
せ
'

そ
れ
が
政
治
的
危
機
を
誘
発
す
る
と
い
う
視
点
に
立
つ
｡
明
治
期
の
下
級

金
融
機
関
立
法
に
は
社
会
政
策
思
想
が
反
映
し
'
高
利
貸

･
質
屋

･
無
尽

な
ど
は
取
り
締
ま
り
が
図
ら
れ
る
一
方
'
適
合
的
な
組
織
と
し
て
産
業
組

1･-･)

合
の
育
成
が
目
指
さ
れ
た
の
で
あ

る

｡

佐
伯
氏
が
指
摘
し
て
い
た
'
｢特
殊
農
業
金
融
機
関
が
'

か
な
り
早
い

時
期
に
'
し
か
も
形
式
的
に
き
わ
め
て
整
備
さ
れ
た
法
律
に
基
づ
い
て
成

(6
)

立

｣

す
る
事
情
が
'
克
明
に
分
析
さ
れ
た
｡

そ
れ
だ
け
に
'
｢形
式
と
実

態
と
の
ズ
レ
｣
を
ど
う
意
味
づ
け
る
か
t
と
い
う
問
題
が
改
め
て
ク
ロ
ー

(7
)

ズ

･
ア
ッ
プ
さ
れ

る

｡

と
こ
ろ
で
'
渋
谷
氏
は
農
家
負
債
統
計
に
つ
い
て
も
注
目
す
べ
き
指
摘

(8
)

を
行
な
っ
て
い

る

｡

こ
の
点
に
も
若
干
ふ
れ
て
お
こ
う
｡

大
蔵
省
理
財
局
銀
行
課

『全
国
農
民
負
債
調
』
(
1
九

1
二
年

一
二
月
)

は
'
農
家
負
債
を
全
国
的
規
模
で
金
融
機
関
別
に
把
握
で
き
る
'
数
少
な

(9
)

い

資

料
で
あ
る
｡
引
用
さ
れ
る
機
会
も
多
い
の
で
あ
る
が
'
渋
谷
氏
に
よ



第 1表 明治末期の農家負債 (借入先別) (単位 :千円,百人 %)

勧 銀 ･ 拓 銀
農 工 銀 行
そ の 他 銀 行
保 険 会 社
産組 ･報徳杜 ･他
団体
貸金会社 ･個人貸
金業者
質 屋
商 業 者
薪母子講 ･炉似の
もの
私 人
そ の 他

64,305(8.1)
53,270(6.7)
131,496(16.7)

644(0.1)

21,830(2.8)

151,386(19･2)

9,381(1.2)
12,326(i.6)

62,910(8.0)

269,898(34.2)
ll,913(1.5)

5∞ (0.6)
2,014(2･5)
5,011(6.3)

37(0.0)

3,583(4.5)

13,016(16･3)

10,456(13.1)
2,846(3.6)

10,502(13.2)

29,374(36.9)
2,374(3.0)

3
Lr)
/0
2

∩)

つム
0
1
2

3

7
0

8

2

つん

つん
○ノ
1
7

8

/hU
l
/D
CO

1

1
l
つム
U.)
7

24･015,388
~~ ~

1CO.0 2,846

loo.010,502

≡?･.iIf,,宣言37

′0
0
つー
LL?
0

4
5
0
9

9

3
4
5

7

41.4

loo.0

loo_0

54.7
61.0

九
絵 計 I38･9j42･中 4･7F 4･l 22･6Z 41･4】 2015 15･5

堤 (1) 大蔵省理財局銀行諌 『全国農民負債調』(『勝田家文書』第45冊 の 4) より

作成 した.資料の性格については,渋谷前掩 ｢明治末期 の負債調査｣を参照
の こと.

(2) 特殊銀行については1911(明治44)年12月,各銀行が調査 した.その他の

機関は1910(明治43)年12月および1911年 6月に,不動産担保を税務監督局

長,それ以外 (無担保含む)を地方長官が調査 した.

(3) ( )内構成比.
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れ
ば
'
そ
れ
は

｢
調
査
の
中
間
集
計
に
よ
る
い
わ
ば
未
定
稿
｣
に
過
ぎ
な

(10
)

か
っ
た
｡
氏
が
発
見
し
た
最
終
値

(新
資

料

)

に
よ
っ
て
第
1
表
'
第
2

表
が
得
ら
れ
る
｡

新

･
旧
統
計
と
も
､
金
融
機
関

･
担
保
種
類
に
よ
っ
て
調
査
時
期

･
方

法
が
異
な
る
た
め
'
集
計
値
の
信
頼
度
に
不
安
が
あ
る
L
t
農
家
負
債
の

中
に
地
主
の
非
農
業
資
金
借
入
が
相
当
含
ま
れ
て
い
る
と
推
測
さ

れ

る

(〓
)

(佐
伯

氏

)
｡

二
つ
の
統
計
値
を
比
較
す
る
と
､
新
統
計
に
お
け
る
特
殊

(12
)

銀
行
の
著
し
い
伸
び
が
目
立
っ
て
い

る

｡

以
上
の
点
に
留
意
し
な
が
ら
'

簡
単
に
見
て
み
よ
う
O

農
家
負
債
の
構
成
の
特
徴
点
は
'
第

i
に
機
関
別
依
存
度
に
お
い
て
､

金
額
で
は
私
人

･
貸
金
業
･
一
般
銀
行
が
大
宗
を
占
め
る
｡
人
員
か
ら
見

る
と
'
頼
母
子
講

･
質
屋
が
軽
視
す
べ
か
ら
ざ
る
比
率
を
示
す

一
方
'
特

殊
銀
行
の
そ
れ
は
小
さ
い
0

1
人
当
た
り
の
金
額

(渋
谷
前
掲

｢調
査
｣
､

六
〇
頁
参
照
)
で
は
逆
の
関
係

に
な
る
｡

(
13

)

第
二
に
利
率
で
は
'
質
屋
が
高
利
に
偏
借
L
t
貸
金
業

･私
人

が

こ
れ

に
続
き
'
特
殊
銀
行
の
低
利
性
と
対
照
的
で
あ
る
｡
担
保
種
類
別
の
利
率

に
お
い
て
'
不
動
産
以
外
の
担
保
が
高
利
的
な
の
は
'
動
産
担
保
の
質
屋

の
比
重
が
大
き
い
か
ら
で
あ
ろ
う
｡

第
三
に
無
担
保
の
負
債
は
､
金
額
で
三
七
%
'
人
員
で
五
二
解
に
達
す

る
｡
頼
母
子
講

･
商
業
者

･
産
業
組
合
そ
の
他
団
体
で
は
無
担
保
の
比
重



が
大
き
い
｡

以
上
の
よ
う
に
'
貸
し
付
け
の
量

(金
額

･
人
員
)
･
利
率
･
担
保
種

類
が
機
関
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
は
'
農
業
金
融
史
を
総
合
的
に
把
握
す

る
と
き
'
常
に
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
｡

さ
て
'
い
ま

一
つ
の
潮
流
で
あ
る
地
主
制
研
究
に
目
を
転
じ
よ
う
｡
こ

(14
)

の
視
点
か
ら
は
'
清
水
昇

･
井
上
晴

丸

氏

が
金
融
機
関
の
性
格
規
定
を
'

(15
)

ま
た
守
田
志

郎

氏

が
地
主
の
農
外
投
資
分
析
を
行
な
っ
た
｡
注
意
す
べ
き(16

)

は
'
体
系
的
な
地
主
制
史
に
資
金
流
出
の
視
角
を
定
置
し
た
'
中
村
政

則

氏
の
見
解
で
あ
る
｡

氏
は
'
地
租
･
地
代

(
小
作
料
)
の
資
本

へ
の
転
化
を
も
っ
て
'
後
進

的
な
日
本
資
本
主
義
が
地
主
的
土
地
所
有
を
不
可
欠
な
構
造
的

一
環
に
組

み
込
ん
だ
と
す
る
｡
資
本
蓄
積
の
立
ち
遅
れ
を
財
政

･
金
融
政
策
が
カ
バ

(17
)

-
す
る
｡

一
八
九
〇
年
代
末
に
地
方
銀
行
と
勧
銀
･蔑
銀

は

農
村
資
金
を

商
工
業
部
門
へ
扱

い
上
げ
る
機
構
を
形
成
し
た
O
地
主
は
'
島
外
か
ら
利

子
･
配
当
を
得
る
と
は
い
え
'
ブ
ル
ジ
ョ
ア
化
は
し
な

い
｡
｢寄
生
地
主

制
｣
の
一
側
面
が
'
産
業
資
本
の
利
潤
に
対
す
る
寄
生
と
し
て
現
象
す
る

の
で
あ
る
｡

中
村
氏
の

｢地
租

･
地
代
の
資
本
転
化
｣
の
シ
エ
ー
マ
に
対
し
て
は
'

原
始
的
蓄
積
期
と
そ
れ
以
後
と
で
は
意
義
が
全
く
異
な
る
こ
と
'
資
金
コ

(川
)

ス
ト
の
視
点
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
批
判
が
あ

る

｡

(
19

)

昭
和
恐
慌
後
の
農
家
負
債
閏
魅
に
つ
い
て
は
'
加
瀬

和

俊

氏

の
論
考
が

《
ノ
ー
ト
》

農
業
金
融
史
へ
の
覚
え
香

あ
る
｡
そ
れ
に
よ
れ
ば
'
社
会
問
題
化
し
た
農
村
負
債
の
整
理
政
策
を
め

ぐ
っ
て
'
農
民
･
地
主
各
勢
力
'
政
府
各
省
の
意
見
が
対
立
し
た
が
'
結

局
は
財
政
合
理
主
義
が
貫
か
れ
た
｡
す
な
わ
ち
国
家
か
ら
の
資
金
融
通
は

極
力
抑
え
ら
れ
'
負
債
整
理
組
合
の
斡
旋
に
よ
る
条
件
緩
和
と
農
家
経
済

更
生
と
い
う
'
部
落
社
会
内
処
理
に
委
ね
ら
れ
る
｡
こ
の
時
期
の
日
本
資

本
主
義
に
は
社
会
政
策
的
農
政
を
展
開
す
る
だ
け
の
余
力
は
な
く
'
政
策

は
農
村
の

｢自
力
｣
対
策
を
引
き
出
す
だ
け
で
あ
っ
た
.
負
債
問
題
は
戦

時
イ
ン
フ
レ
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
て
い
-
｡
第
二
次
大
戦
期
=
日
本
資
本

主
義
の
崩
壊
過
程
に
至
っ
て
'
｢
小
農
維
持
政
策
｣
は

｢初
め
て
実
効
を

持
つ
｣
こ
と
に
な
っ
た
｡

前
出
の
佐
伯

･
斎
藤
氏
の
農
業
金
融
史
研
究
に
お
い
て
は
'
小
農
保
護

政
策
の
展
開
が
重
要
な
柱
と
な
っ
て
い
た
｡

一
般
に
地
主
制
研
究
で
は
'

小
農
保
護
政
策
の
評
価
は
消
極
的
な
も
の
と
な
る
｡

注
(
-
)

朝
倉
孝
書

『
明
治
前
期
日
本
金
融
構
造
史
』
(
岩
波
書
店
'

1

九
六
7
年
八
月
)
0

(
2

)

書
評
と
し
て
'
佐
伯
尚
美

(『
農
林
金
融
』
第

一
五
巻
第

一

号

'

一
九
六
二
年

一
月
)
･
加
藤
俊
彦

(『
金
融
経
済
』
第
七
三

号
t

I
九
六
二
年
四
月
)
氏
の
も
の
を
あ
げ
て
お
-
o

(
3

)

借
研
前
掲

『
入
門
』
'
三
二
六
-
七
頁
参
照
｡

(
4

)

紘
舞
的
な
論
文
は
'
渋
谷
隆

1
｢
わ
が
国
高
利
貸
資
本
の
存

在

形
態
｣
(『
金
融
経
済
』
第
八
四
号
'

7
九
六
四
年
二
月
)
で

あ
る
｡

二
二
一



《
ノ
ー
ト
》

鼻
業
金
融
史

へ
の
覚
え
書

(
5
)

渋
谷
隆

一
｢
下
級
金
融
横
関
立
法
｣
(
同
編
著

『
明
治

期

日

本
特
殊
金
融
立
法
史
』
'

早
稲
田
大
学
出
版
局
'

1
九
七
七
年

三
月
)
'
三
〇
三
-
七
京
参
照
O

(
6

)

佐
伯
前

掲
『
日
本
農
業
金
融
史
論
』
'

1
二
頁
o

(

7

)

斎
藤
仁
編

『
日
本
資
本
主
義
の
展
開
と
産
業
組
合
』
(
日
本

経

済
評
論
社
t

I
九
七
九
年
三
月
)
'

三

1
-
二
'

三
九
京
参

照
｡
渋
谷
前
掲
書
に
対
す
る
書
評
は
'
斎
藤
仁

(
『
経
済
評
論
』

第
二
六
巻
第

1
二
号
'

1
九
七
七
年

一
二
月
)
氏
の
外
'
拙
稿

(『
集
業
絶
合
研
究
』
第
三
二
巻

第
二
号
'

1
九
七
八
年
三
月
)

な
ど
が
あ
る
｡

(
8

)

渋
谷
隆

一

｢
明
治
末
期
の
負
債
調
査
｣
(
『
土
地
制
度
史
学
』

第

五
四
号
'

1
九
七
二
年

1
月
)
参
照
o

(
9

)

こ
の
外
に
､
昭
和
期
の
帝
国
集
会

･
鼻
林
省
の
調
査
が
あ
る
｡

農

林
省
前
掲

『
農
林
金
融
便
覧
』
'
二
四
七
-
九
頁
参
照
o

(

10

)

『
勝
田
家
文
書
』
第
四
五
冊
の
四

(
大
蔵
省
昭
和
財
政
史
絹

業

壷
所
蔵
o
筆
者
は
国
会
国
書
銘
保
管
の

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

を
利
用
し
た
)
参
照
o
新
資
料
に
は
'
農
家
負
債
の
地
方
別
統

計
や
兵
家
以
外

の
負
債
統
計
も
含
ま
れ
る
｡
詳
細
は
渋
谷
前
梅

｢
調
査
｣
を
参
照
の
こ
と
｡

旧
統
計
値
は
鼻
商
務
省
の
毎
年
の
統
計
書
に
収

録

さ

れ

た

(
例
え
は
兵
務
居

『
本
邦
桑
葉
経
済
事
情
』
'

一
九

1
三
年
三
月
'

一
四
-
五
'
二
八
頁
参
照
)
が
､
新
資
料

(
活
版
印
刷
物
)
に

ょ

っ
て
補
正
さ
れ
る
機
会
は
な
か

っ
た
よ
-
で
あ
る
｡

(
13
)

(
14
)

二
二
二

佐
伯
前
編
書
'

一
六
三
頁
参
照
｡

新
資
料
で
は
勧
銀

･
拓
銀
と
長
銀
の
数
値
(
1
九

〓

年
末
)

が
区
分
さ
れ
た
が
'

旧
統
計
で
は
三
銀
行

一
括

(
一
九

一
〇
年

末
あ
る
い
は
一
一
年

六
月
)
で
あ

っ
た
｡
負
債
合
計
鯨
に
占
め

る
三
銀
行
の
比
率

は
'
旧
統
計
の

1
0

･
三
野
か
ら
新
資
料
の

一
四

･
九
%
へ
上
昇

す
る
｡

ち
な
み
に
'
大
蔵

省

『
銀
行
局
年
報
』
に
よ
れ
は
'
農
業
者

の
外
'
耕
地
整
理

･
産
業
組
合
な
ど
へ
の
三
銀
行
の
貸
付
残
高

の
増
加
が
確
認
で
き

る
が
'
『
全
国
島
民
負
債
調
』
の
負

債

額

と
は
符
合
し
な
い
｡

｢
私
人
｣
が
親
戚

･
知
人
で
あ
る
場
合
､
相
互
貸
借
的
関
係

が
保
た
れ
る
の
で
あ

れ
は
無
利
子
も
し
く
は
低
利
と
な
り
'
貸

借
関
係
が

t
方
的

に
固
定
化
す
れ
ば
高
利
に
変
化
し
た
で
あ
ろ

-
｡
こ
の
点
に
つ
い
て
は
'
斎
藤
前
抵

『
農
業
金
融
の
構
造
』
'

1
三
〇
-

1
頁
参

照
o

井

上
暗
丸

『
日
本

資
本
主
義
の
発
展
と
農
業
及
び
長
政
』
(
中

央
公
論
社
'

一
九
五

七
年
四
月
)
'

第
三
章
第
二
節
四

｢
銀
行

と
地
主
｣
を
参
照
｡

守
田
意
郎

『
地
主

経
済
と
地
方
資
本
』
(御
茶
の
水

書

房
'

一
九
六
三
年
三
月
)

参
照
｡

中
村
政
則
｢
日
本

地
主
制
史
研
究
序
説
｣
(
一
橋
大
学

『
経
済

学
研
究
』
第

一
二
号

'

一
九
六
八
年
三
月
｡
後
に
同

『
近
代
日

本
地
主
側
史
研
究
』
'
東
京
大
学
出
版
会
'

一
九
七
九
年
五
月
､



に
収
録
｡
引
用
ペ
ー
ジ
は
著
書
に
よ
る
)
'
一
五
'
七
五
'
八

〇
'
八
七
京
参
照
｡

(
17
)

勧
銀
･
鼻
銀
に
つ
い
て
は
'
同
上
書
､
四
〇
-
五
頁
'
お
よ

び
中
村

｢
日
本
資
本
主
義
確
立
期
の
国
家
権
力
｣
(歴
史
学
研

究
会
編

『
歴
史
に
お
け
る
国
家
権
力
と
人
民
闘
争
』
へ青
木
書
店
'

一
九
七
〇
年

一
〇
月
)
'
八
七
-
入
京
を
参
照
｡

(
18
)

加
瀬
和
俊

｢
両
大
戦
間
期
に
お
け
る
地
主
側
衰
退
の
論
理
を

め
ぐ
っ
て
｣
(
『
歴
史
学
研
究
』
第
四
八
六
号
.
1
九
八
〇
年

1

一
月
)
'
六
七
頁
参
照
｡

(
19
)

加
瀬
和
俊

｢農
村
負
債
壷
理
政
策
の
立
案
過
程
｣
(『東
京
水

産
大
学
論
集
』
第

一
四
号
'

1
九
七
九
年
三
月
)
'
三
三
-
八

頁
参
照
｡

四
㌧
特
殊
銀
行
の
研
究

農
業
金
融
の
視
点
か
ら
勧
銀

･
蔑
銀
の
歴
史
を
見
れ
ば
'
そ
の
焦
点
は

明
治
末
期
の
不
動
産
銀
行

へ
の
債
斜

(
1
九

二

年
貸
付
日
的
制
限
の
撤

磨
)
と
大
蔵
省
預
金
部
資
金
の
貸
付
開
始

(
一
九
〇
六
年
東
北
凶
作
救

演
)
'
お
よ
び
大
正
後
期
の
農
業
県
中
心
の
勧
農
合
併

(法
は
7
九
二
1

年
'
伏
線
と
し
て
の
代
理
貸
付
制
度
開
始
は

7
九
〇
〇
年
)
に
当
て
ら
れ

よ
う
｡
拓
銀
の
場
合
は
独
自
の
展
開
を
遂
げ
る
｡

(-
)

最
初
に
勧
銀
で
あ
る
が
'
『
日
本
勧
業
銀
行
史
』
が
資
料
集
(勧
銀
法
構

想

･
不
動
産
鑑
定

･
諸
統
計
)
と
共
に
刊
行
さ
れ
た
前
後
に
'
研
究
も
続

《
ノ
ー
ト
》

農
業
金
融
史
へ
の
覚
え
書

々
と
発
表
さ
れ
た
｡

(
2
)

『
勧
銀
史
』
の
問
題
点
を
'
伊
東

譲
氏

は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
｡

(3
)

①
損
益
計

算

に

よ
る
連
営
分
析
が
な
い
､
②
特
殊
銀
行
で
あ
る
が
政
の
有

利

･
不
利
性
に
つ
い
て
後
者
の
面
が
強
調
さ
れ
す
ぎ
る
'
③
頻
用
さ
れ
る

新
聞
記
事
の
主
観
的

･
誇
張
的
傾
向
の
影
響
､
な
ど
で
あ
る
｡

(4
)

加
藤
俊
彦
氏

は
'
勧
銀
設
立
構
想
の
発
端
か
ら
日
露
戦
後
の
機
能
変
化

ま
で
を
'
日
本
資
本
主
義
の
発
展
段
階
に
対
応
さ
せ
て
分
析
し
た
｡
伊
東

(5
)

譲
氏
の
論

文
は

前
掲

『
経
済
発
展
と
農
業
金
融
』
に
収
録
さ
れ
る
｡

(6
)

拝
司
静
夫
氏
は
不
動
産
銀
行
へ
の
変
質
過
程
を
明
ら
か
に

L
T

さ
ら
に

一
連
の
論
考
に
よ
っ
て
､
農
商
務
省

(前
田
正
名
)
な
ど
の
'
殖
産
興
業

の
政
策
金
融
機
関
構
想
を
発
掘
し
'
そ
の
挫
折
の
在
韓
を
詳
細
に
検
討
し

(7
)

た

｡

(
8

)

原
司

郎

氏

が

｢半
封
建
的
土
地
所
有
｣
と
独
占
資
本

へ
の
信
用
供
与
と

(9
)

い
う
視
点
に
立
っ
た
の
に
対
し
'
佐
伯
尚

美

氏

は
巣
業
問
題
へ
の
対
応
を

通
史
的
に
明
ら
か
に
J
(.e
)G
S掲
書
の
基
本
線
を
作
っ
た
｡

こ
の
外
に
'
中
島
常
雄
氏
が
農
地
担
保
金
融
の
歴
史
を
ま
と
め
'
ま
た

(‖
)

林
善
義

･
伝
田
功
氏
が
概
括
的
に
考
察
し
て
い

る

O

最
近
で
は
'
地
方
金
融
市
場
に
お
け
る
勧
銀

･
農
銀
の
機
能
の
研
究
が

(12
)

発
表
さ
れ
て
い
る
o
拝
司
氏
は
'
資
金
の
再
配
分
機
能

(地
域
間
'
長

･

(13
〕

短
期
'
産
業
間
)
を
整
理
し
'
ま
た
渋
谷
隆

一
氏
は
勧
銀
支
店
と
地
方
銀

行

･
信
用
組
合
の
溌
合
関
係
を
解
明
し
'
い
ず
れ
も
研
究
の
新
局
面
を
開

二
二
三



《
ノ
ー
ト
》

農
業
金
融
史
へ
の
覚
え
書

拓
し
て
い
る
｡

次
に
農
銀
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
O
ま
ず
総
括
的
研
究
は
戦
前
の
杉
本
正

(
1

4
)

華

氏

の
大
著
が
あ
る
だ
け
だ
が
'
こ
れ
は
制
度
史
の
叙
述
が
中
心
で
'
個

別
農
銀
に
つ
い
て
は
既
に
勧
銀
に
合
併
さ
れ
た
も
の
を
除
き
'
そ
の
概
略

が
示
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
｡
前
掲

『
勧
銀
史
』
は
'
親
銀
行
の
立
場
か

ら
言
及
し
て
い
る
も
の
の
'
地
方
差
を
踏
ま
え
な
が
ら
全
体
像
を
構
成
す

る
ま
で
に
は
至
ら
な
い
｡

(15
)

農
銀
の
実
態
分
析
は

1
九
六
〇
年
代
中
葉
か
ら
始
ま
り
'
福
岡

･
兵

(相D
)

庫

･
肥
後

(熊
本
)
･
群
馬
･
沖
縄

･
尾
参
(愛
知
)
農
銀
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
｡
西
日
本
に
偏
っ
て
い
る
点
と
'
資
料
的
制
約
か
ら
断
片
的
把

握
に
な
り
が
ち
な
点
が
問
題
で
あ
る
.
以
下
'
高
嶋
雅
明

･
池
上
和
夫
氏

の
分
析
を
見
て
お
こ
う
D

(17
)

ま
ず
兵
庫

蔑

銀

の

場
合
は
'
当
初
よ
り
工
業
貸
付
の
比
重
が
高
く
'
代

理
貸
付
の
内
容
も
同
様
で
あ
っ
た
｡
大
正
中
期
以
降
'
債
券
発
行
が
伸
張

す
る
と
勧
銀
依
存
を
弱
め
て
'
市
中
銀
行
的
に
商
工
業
貸
付
中
心
に
発
展

す
る
O
勧
銀
と
の
合
併
は
遅
か
っ
た

(
T
九
三
七
年
)
O

こ
れ
に
対
し
て

(18
)

肥
後
農
銀
で
は
'

一
時
期
を
除
い
て
農
業
貸
付
が
中
心
で
あ
っ
た
半
面
'

債
券
発
行
は
不
振
で
'

1
九
二
七
年
に
勧
銀
と
合
併
す
る
｡

(19
)

ま
た
群
馬
農
銀
に
お
い
て
は
'
日
露
戦
後
農
業
貸
付
が
急
減
す
る
｡
貸

付
日
的
制
限
に
対
し
て
は
､
違
反
貸
付
が
公
然
化
し
て
お
り
'
法
改
正
は

そ
の
追
認
に
す
ぎ
な
か
っ
た
｡
こ
れ
以
後
､
農
業
に
対
す
る
幾
銀
の
役
割

二
二
四

は
'
預
金
部
資
金
の
散
布
機
関
と
し
て
の
そ
れ
に
変
わ
る
｡
ち
な
み
に
'

自
行
貸
付
よ
り
代
理
貸
付
が
収
益
面
で
不
利
だ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

い
る
o

(
20

)

こ
の
外
に
'
地
力
政
治
と
の
関

連

な

ど
､
多
面
的
な
事
実
が
掘
り
起
こ

(21
)

さ
れ
て
い
る
｡
戦
前
に
行
史
が
刊
行
さ
れ
た
農
銀
は

一
九
行
あ
る
｡
個
別

研
究
の
い
っ
そ
う
の
拡
大
が
望
ま
れ
る
.

(22
)

最
後
に
拓
銀
を
見
よ
う
｡
斎
藤
仁
氏
は
'
拓
銀
が
北
海
道
の
植
民
地
的

性
格
に
規
定
さ
れ
'
特
異
な
発
展
形
態
を
と
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
.

そ
の
資
本
は
中
央
に
求
め
ら
れ
'
い
わ
ば
北
海
道
勧
業
銀
行
と
し
て
創
立

さ
れ
る
o
商
業
銀
行

･
動
産
銀
行
的
業
務
も
当
初
か
ら
認
め
ら
れ
た
が
'

独
占
資
本
確
立
期
に
は
大
い
に
拡
張
さ
れ
'
拓
銀
を
変
質
さ
せ
る
｡

第

一
次
大
戦
期
'
北
海
道
で
は
地
主
の
生
産
的
性
格
が
回
復
し
た
｡
拓

銀
は
'
比
重
が
低
下
し
て
い
た
農
業
貸
付
に
お
い
て
'
対
象
を
大
地
主
に

偏
俺
さ
せ
た
｡
こ
れ
が
か
え
っ
て
'
大
戦
後
の
農
業
恐
慌
期
に
'
拓
銀
が

農
業
金
融
か
ら
離
脱
す
る
の
を
容
易
に
し
た
｡
拓
銀
は
勧
銀
の
よ
う
に
不

動
産
銀
行
化
す
る
の
で
は
な
く
､
先
ん
じ
て
普
通
銀
行
へ
転
身
し
て
い
-
0

(23
)

同
書

へ
の
批

判

点

は
'
北
海
道
地
主
制
の
理
解
や
勧
銀

･
農
銀
の
変
質

過
程
と
の
対
比
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
｡

(24
)

こ
の
外
に
は
'
拓
銀
の

行

史

が

特
殊
銀
行
時
代
を
概
括
的
に
叙
述
し
た

(25
)

程
度
で
'
研
究
は
少
な
い
よ

う
で
あ
る
O

注
(
-
)

日
本
勧
業
銀
行
調
査
部
勧
銀
史
研
究
会
鰐

『
日
本
勧
業
銀
行



法
事
実
関
係
資
料
』
(
7
九
五

1
年
三
月
)
'
同

『
明
治
初
年
不

動
産
銀
行

･
鼻
業
銀
行
関
係
資
料
』
(
一
九
五
二
年

1
0
月
)
､

同
『
日
本
勧
業
銀
行
鑑
定
粛
査
諸
未
定
資
料
』
(
一
九

五
三
年

1

月
)
'

同

『
日
本
勧
業
銀
行
統
計
資
料
』
(
同
年

二

月
)
'

以

上
四
点
で
あ
る
｡

(
2

)

伊
東
譲

｢
書
評
｣
(
『
農
業
経
済
研
究
』
第
二
五
巻
第
四
号
'

一

九
五
四
年
四
月
)
'
六

一
頁
参
照
｡

(
3

)

損
益
勘
定
は
勧
銀
前
掲

『
統
計
資
料
』
で
は
簡
略
化
さ
れ
て

い
る
.
大
蔵
省

『
銀
行
局
年
報
』
で
フ
ォ
ロ
ー
で
き
る
が
'
こ

の
視
点
で
の
分
析
は
見
当
た
ら
な
い
O

(

4

)

加
藤
俊
彦

｢
日
本
勧
業
銀
行
の
成
立

(
一
･
二
)
｣
(
東
衷
大

学

『
社
会
科
学
研
究
』
第
四
巻
第

二

二
号
'

7
九
五
二
年

1

7
月
'
五
四
年

1
月
)
､
同

｢
日
本
勧
業
銀
行
の
研
究
｣
(
『
同
上

誌
』
第
九
巻
第
四

･
五
合
併
号
t

I
九
五
八
年
二
月
)
'
参
照
｡

外
に
同

｢
農
業
金
融
機
関
の
変
遷
｣
(『
農
林
金
融
』
第
六
巻
第

二

言
下
'

1
九
五
三
年

一
二
月
)
が
あ
る
｡

(
5

)

伊
東
訣

｢
勧
銀
累
年
貸
付
高
の
動
向
｣
(
『
農
業
経
済
研
究
』

第

二
四
巻
第
三
号
'

1
九
五
三
年
二
月
)
'

同

｢
戦
前
に
お
け

る
勧
銀
の
資
金
吸
収
機
能
の
展
開
｣
(
『
同
上
誌
』
第
三
三
巻
第

7
号
､

一
九
六

1
年
八
月
)
o

(
6

)

拝
司
静
夫

｢
日
本
勧
業
銀
行
お
よ
び
農
工
銀
行
の
不
動
産
銀

行
化
と
そ
の
意
義
｣
(
弘
前
大
学

『
人
文
社
会
』
第
四

号
'

1

九
五
四
年

7
月
)
｡

《
ノ
ー
ト
》

農
業
金
融
史

へ
の
覚
え
書

(
7

)

倍
研
前

線

『
入
門
』
(
三

1
八
'
三
三
九
頁
参
照
)
に

よ

れ

は

､
関
係

論
文
は
九
編
あ
る
が
'

こ
こ
で
は
拝
司
静
夫

｢『
興

業
銀
行
』

の
地
方
分
散
設
置
論
｣
(
地
方
金
融
史
研
究
会
縮
『
地

方
金
融
史

論
』
'

大
原
新
生
杜
'

1
九
七
四
年
七
月
)
と
～
最

近
の
同

｢
不
動
産
金
融
制
度
構
想
過
程
に
お
け
る
大
蔵
省
と
島

商
務
省
｣

(
『
金
融
学
会
報
告
』
第
四
七
号
'

1
九
七
九
年

1
0

月
)
を
あ

げ
る
に
と
ど
め
る
｡

(
8

)

原
司
郎

｢
日
本
資
本
主
義
発

達
史
に
お
け
る
特
殊
銀
行
の
役

割

(
そ
の

l
)
｣
(
神
奈
川
大
学

『
商
綴
法
論
叢
』
第
五
巻
第
四

号
'

一
九

五
五
年
二
月
)
し

(

9

)

佐
伯
尚

美

｢
日
本
農
業
金
融
史
の

一
考
察
｣
(『
金
融
経
済
』

第

四
七
号
'

1
九
五
七
年

l
二
月
)o

(

10

)

中
島
常

雄

｢
農
地
担
保
金
融
に
関
す
る
歴
史
的
考
案

(
上

･

下

)

｣
(
『
金

融
経
済
』

第
九
五
'
九
六
号
'

1
九
六
五
年

i
二

月
､
六
六
年

二
月
)
｡

(
‖
)

林
善
義

｢
日
本
勧

業
銀
行
と
明
治
の
経
済
｣
(
『
名
古
屋
学
院

大
学
論
集
』
第

一
五
号
'

一
九
六
八
年
八
月
)
'

伝
田
功

｢
日

本
勧
業
銀

行
と
債
券
発
行
｣
(
『
彦
根
論
叢
』
第

一
三
九

･
1
四

〇
合
併
号

､

一
九
七
〇
年

一
月
)
0

(
12
)
(1
)

拝

司
静
夫

｢
地
方
銀
行
の
動
揺
と
勧
長
雨
行
｣
お
よ
び

渋
谷
隆

1
｢
山
形
県
庄
内
地
方
の
金
融
構
造
と
勧
銀
支
店
｣
(
い

ず
れ
も
朝

倉
孝
吉
編

『
同
大
戟
間
に
お
け
る
金
融
梓
造
』
､

御

茶
の
水
書
房
'

一
九
八
〇
年
二
月
)
｡

な
お
同
書

へ
の
批
評
と

二
二
五



《
ノ
ー
ト
》

農
業
金
融
史

へ
の
覚
え
著

し
て
'
加
藤
俊
藩

｢
書
評
｣
(『
地
方
金
融
史
研
究
』
第

二

1号
'

一
九
八

一
年
三
月
)
を
あ
げ
て
お
-
0

(
E
)

杉
本
正
幸

『
全
国
農
工
銀
行
発
達
史
』
(
同
発
達
史
発

行

所
'

1
九
二
四
年
四
月
｡

一
九
二
七
年
11月
改
訂
増
補
)
O

(
ほ
)

伊
丹
正
博

｢
明
治
中
期
に
お
け
る
地
方
良
工
銀
行
の
成
立
に

か
ん
す
る
覚
え
書
｣
(
香
川
大
学

『
経
済
論
叢
』
第
三
七
巻

第

四
号
'

-
九
六
四
年

l
〇
月
)
｡

(
16
)

植
田
欣
次

｢鼻
工
銀

行
の
余
裕
金
に
つ
い
て
｣
(『
金
融
学
会

報
告
』
第
五
二
号
､

一
九
八

1
年
六
月
)
｡

(
17
)

高
嶋
雅
明

｢畏
工
銀
行
の
不
動
産
銀
行
化
｣
(
九
州
産

業

大

学

『
商
経
論
叢
』
'
第
九
巻
第

一
号
'

一
九
六
八
年

二

月
)
'

四
九
.
六
〇
真
参
照
O
同

｢
農
工
銀
行
の
融
資
機
能
の
分
析
｣

(『
同
上
轟

』
第

1
0
巻
第

1
号
'

1
九
六
九
年
八
月
)
も
参
照
11

(
ほ
)

高
嶋

｢
肥
後
農

工
銀
行
の
史
的
分
析
｣
(
『
同
上
誌
』
第

i
O

巻
第
二
号
､

1
九
六
九
年

〓

月
)
'
四
八
頁
参
照
o

(
19
)

池
上
和
夫

｢
明
治
後
期
に
お
け
る
畏
工
銀
行
の
業
態
分
析
｣

(
『
土
地
制
度
史
学
』
第
五
五
号
'

一
九
七
二
年
四
月
)
'
三
六
､

四
六
-
七
頁
参
照
o

(
20
)

池
上
和
夫

｢
政
党
と
農
工
銀
行
｣
(『
l
楕
論
叢
』
第
七
〇
巻

第
三
号
'

一
九
七
三
年
九
月
)
'

伊
丹
正
博

｢
沖
縄
県
農

工
銀

行
の
創
設
と
謝
花
昇
｣
(
『
地
方
金
融
史
研
究
』
第
六
号
t

I
九

七
五
年
四
月
)
0

(
21
)

本
間
靖
夫
編

｢
銀
行
お
よ
び
金
融
横
関
･社
史
目
録
｣
(
朝
倉

二
二
六

編
前
掲

『
同
大
聴
聞
に
お
け
る
金
融
構
造
』
)
の

｢
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